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日常清掃以外の業務について紹介します。
今回は、グランコートホテルの中国料理「花梨」の受付の、石材光沢復元作業を行いました。
貼ってある石材は黒御影石で、大理石と異なり研磨作業に時間が掛かります。

※大理石研磨の倍程度の時間と金額が掛かります。（今回は工期・金額を考えコーティングを施す事に
なりました。）

■作業前の状態 ■洗浄作業中

■コーティング塗布作業
■作業完了

石材自体の光沢ではありませんが、5年間程度はこの光沢を
保てます。
今回の作業でかかった時間は3時間ですが、研磨で同じ光沢
にするには1㎡あたり2時間はかかります。
※20㎡程度だったので40時間ですね

オーアンドケーは、他にも色々な作業を行っています。

営業２課 石井



厳正なる抽選の結果、下記の５名様がＱＵＯカードプレゼントに当選されました。おめでとうございます！！
今回残念ながら当選されなかった方は、次の機会にご期待下さい！

・ＡＰＷ Ｓさん
・ＡＰＷ Ｋさん
・アオキ長久手 Ｔさん

・マンション Ｕさん
・山清工業 Ｍさん

御園座で行われる「コロッケ特別講演」に５組（１０名様）をご招待いたします。
観劇をご希望の方は、管理本部までお電話でご応募ください。
当選された方には電話で通知後、チケットを送らせていただきます。

※ご応募いただける方は在職者に限ります。
※応募者が多数の場合は、厳正な抽選を行います。

応募締切
平成３０年１０月１０日（水）

☎０１２０－３４２８８７

■場所 ：御園座
（地下鉄東山線・鶴舞線「伏見」駅下車
６番出口より徒歩２分）

■日時 ：平成３０年１１月３日（土） 午前11時開演

■公演： 〈第1部〉日本一!尾張の賑わい殿様

〈第２部〉コロッケものまね大全集2018

■座席 ：座席指定券の引換えは、当日先着順となります
※お弁当（八百彦）付き

先月号に掲載しました「カエルのクイズ」に多くの方からご応募いただきました。
■正解は・・・大人のカエルは『５匹』です！！

カエルが子供の場合はおたまじゃくしです。絵は全部カエルなので、大人です。引っかけ問題でしたが、難し
かったでしょうか？！

下表のとおり、ＶＯＩＣＥでは今まで福利厚生で多くのパートスタッフの方々に楽しんでいただきました。
その他、永年勤続報奨金制度として、長く勤めて頂いた方に毎年報奨金をお送りしています。

今後も、ＶＯＩＣＥを通してたくさんの方々にスポーツ観戦や演劇などを楽しんで頂き、公私共に充実した
日々を送っていただきたいと考えています。ぜひ、毎月のＶＯＩＣＥをチェックしてくださいね！！

5号 舟木和夫　特別公演鑑賞チケット 5組10名 28号 吉幾三　錦秋特別公演鑑賞チケット 5組10名
10号 中日ドラゴンズ野球観戦チケット 2組4名 35号 中日ドラゴンズ野球観戦チケット 2組4名
12号 大相撲名古屋場所観戦チケット 5組10名 37号 大相撲名古屋場所観戦チケット 5組10名
15号 下垣真紀25周年記念リサイタル鑑賞チケット 10組20名 40号 石川さゆり45周年記念リサイタル鑑賞チケット 3組6名
17号 前川清・藤あや子の特別公演鑑賞チケット 5組10名 44号 TANITA温湿度計のプレゼント 5名
22号 中日ドラゴンズ野球観戦チケット 3組6名 47号 中日ドラゴンズ野球観戦チケット 2組4名
24号 大相撲名古屋場所観戦チケット 5組10名 49号 大相撲名古屋場所観戦チケット 7組14名
27号 ケルヒャーバキュームクリーナーのプレゼント 1名 51号 カエルクイズでＱＵＯカードのプレゼント 5名
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好きな番組の一つにCBCテレビ毎週水曜日PM11：56～松本人志・設楽統・小池栄子がMCを務める「クレイ

ジージャーニー」があり毎週欠かさず録画をして視聴しています。この番組は、世界を巡る冒険家・ジャーナリ
スト・写真家・作家・経営者など様々な職業の人物が狂気の旅人（クレイジージャーニー）として登場し、番組ス
タッフと同行ロケを行い体験を語ってもらうという番組です。お笑い番組ではなく、今年、第44回放送文化基金
賞 番組部門エンターテイメント番組最優秀賞を受賞しました。

出演者としてジャーナリスト丸山ゴンザレス・写真家佐藤健寿・写真家ヨシダナギ・爬虫類ハンター加藤英明
など多くの人気者が登場します。

その中の一人“田中正人プロアドベンチャーレーサー”の講演会に行ってきました。

地球規模！世界を舞台に海・山・川・ジャングルや砂漠など極限の自然の中、地図とコンパスを駆使したナビ
ゲーション（GPS禁止）により、チェックポイントを通過しゴールを目指します。男女混合4人チームで、スタートか
らゴールまでの500㎞～800㎞を、昼夜ノンストップで6日～10日間を走り抜けるという耐久レースです。又、環

境によりトレッキング・マウンテンバイク・カヌー・ロープワークなど、人間が未開の自然に挑む限界を追及する
過酷なスポーツです。
その競技の第一人者が、田中正人氏です。

睡眠も競技時間にカウントされるため、寝る間を惜しんでチェックポイントやゴールを目指しますが、安全の確
保・保証は全くされていないようです。睡魔に襲われて幻覚を見ようが、足の裏の皮が全てめくれようが、鼻の
骨が折れ頸椎を損傷しようが、ひたすらゴールを目指します。それは、一人でもリタイアすればその場で失格と
なるからです。痛みに耐える我慢の基準は人それぞれ！このチームの基準は、“失神するまで”を一つの基準
としているようです。
そこでチームワーク力を上げることが一番の課題だと力説されていました。

チームワーク力形成には、心理学者のタッグマンが唱えた「タックマンモデル」を解説されていました。

■アドベンチャーレースとは？

日本人は、③Norming統一が苦手で、本音で人と接せることが苦手！
④Performing機能に移行できたとしても②Storming混乱に戻ってしまうようです。

現場では、多くのミーティング・コミュニケーションを重ねることで本音を言い、相
手を受け入れることで信頼関係を作り上げることで、安定した結束力が生まれる
筈です。

現場の力がお客様からの信頼に繋がる、これが私たちの目的です。

①Froming 形成：メンバーは、お互いのことを知らない。共通の目的等も分からず模索している状況。
②Storming 混乱：目的、各自の役割と責任感について意見を発するようになり対立が生まれる。
③Norming    統一：行動規範が確立。他人の考え方を受容し、目的、役割期待感等が一致しチーム内の

関係性が安定する。
④Performing  機能 ：チームに結束力と一体感が生まれ、チームの力が目標達成に向けられる。

■タックマンモデル


